
◆写真が意味するもの
右下の写真は、週末講座「森で遊ぼう」の終了後、子

どもたちが作った秘密基地です。初対面にも関わらず共
通の目的に意気投合し、森に入り時間を忘れ自然物集め
に熱中しました。この予期せぬ動きは私たちに多くの示
唆を与えました。先日開催された全国青少年教育施研究
集会でも、遊び、感性と本能、アドリブ力、ＳＴＥＡＭ
教育のＡＲＴの重要性について議論されたところです。

◆プログラムの在り方
そこで、広大な自然環境と施設を預かる青少年の家のす
べきことについて再考察してみます。まだまだ議論は必
要ですが以下の3点は大事にしたいと考えます。
①自然遊びから学びにつなげること。（学びと遊びの順
序性）②大人はゴールも答えも与えず距離をおくこと。
（指導者の立ち位置）③子どもはアドリブ力で、仲間と
最適解を見つけること。（会話とプロセス重視）
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にのせて

◆スタッフの在り方
「教育施設でありながら遊びを前面に出すなんて」とい

うご意見もあるかと思いますが、私たちは施設の環境を徹
底的に活かす「遊び（プログラム）の創り人」でありたい
と考えています。今年度も新たな「遊び」が続々と登場し
ました。「施設は人なり」古いソフトをいつまでも使い続
けるのではなく、常に新しいことに挑戦するイノベーター
集団でありたいと思います。そして私たち自身が楽しむ姿
が来所された方の遊びのスイッチを入れると考えています。

※スタッフ写真の棚は、マリン艇庫の整理棚として職員が
自作したものです。来年50周年を迎えてもなお、新鮮さ
を放つ施設でありたいと考えています。

たき火？

椅子？ 家？



事 業 告報

アクションプラン実施状況

知的障がいのある成人の方々の
生涯学習支援

－かかぢワンデイキャンプ－

大分県教育委員会では、「学校卒業後における障がい
者の学びの支援に関する実践研究（文部科学省委託事
業」に取り組んでおり、香々地青少年の家でも、障がい
者支援施設と連携し、今年度３つの施設から、知的障が
いのある利用者の方々に来所していただきました。コロ
ナ感染症対策等で行事等による外出をしにくい状況が
も続いていたこともあり、今回は楽しく活動されていまし
た。休憩時間設定・動線設定など配慮事項の課題も多
く見つかりました。共生社会の実現に向け、体制を整え
関係づくりに努めてまいります。

※写真は関係者：右から
衛藤裕司教授（大分大学）
首藤亜希子主任社会教育主事（社会教育課）
小俣恵庸指導主事（香々地青少年の家）

香々地青少年の家が2022年に新たに取り組む事項をまと
めたアクションプランの現在状況について報告します。

０１ 外部評価
9月5日に施設運営協議会の委員
による中間評価を行い、79.7％
（ＳＡの割合）の評価でした。

０４ ＧＩＧＡスクール
館内のWi-fi設置が完了。１１月１１日に
プラネタリウム館で天津小学校とタブレット
端末を利用した授業を実施しました。

０２ 調査研究
タブレット端末を利用し、47校・
２，３２７人の児童生徒から回答を
集めました。(年度末報告書発行)

０５ 第３の事業
持続可能な新基軸の事業「週末講座」を
１２回実施（１９５人参加）常設プログラム
も導入し、のべ1，529人が参加しました。

０３ 職員研修
これまでに１１回の職員研修を実施
しました。9月1日には水上安全講習
会（日本赤十字社）を実施しました。

０６ 広報体制
新たな顧客の拡大に向け、メール
マガジンの配信を開始しました。
現在２２回発信会員登録１８１人。
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2月17日（土）～18日（日） ＜1泊2日＞

＜対象＞■小４～中３ ■ １４名程度

順次募集

年間６回、不登校傾向または不登校の児童生徒を
対象とした「ふれあいキャンプ」を実施しています。
今年度は香々地で３回実施し、サツマイモ掘りや

焼きイモづくりなどの自然体験活動や自然観察万華
鏡づくりなどの創作活動を行いました。のんびりタ
イムでは、大学生ボランティアとともに自由選択遊
びもあり、自己肯定感の向上がみられています。

ふれあいキャンプ–不登校対策事業- 生き活きオータムキャンプ
10月２９・30日（土・日）、１泊２日の日程で実
施しました。森の中でソロテント泊をしながら、
NBU日本文理大学の学生といっしょに２日間たっぷ
り遊びました。１４名の小学生が参加し、森で薪を
集め、火をおこし協力してハヤシライスを作りまし
た。ネイチャークラフトも集中して取り組み、秋の
香々地の森を堪能しました。

催 し 内案
冬でも楽しめる催し満載！
詳しくはホームページをご覧ください。
メールマガジンでお知らせします！

11月19日（土）全国育樹祭の関連イベントが
昨年に引き続き香々地青少年の家を開場に開催され、
約７０名の方が参加されました。活動後は、イノシ
シの丸焼きも用意されました。これに先立ち、活動
場所の安全を確保するため地域の方による草刈りも
行われました。

地域育樹活動 –ジビエ試食会も- 体験活動ミーティング 森フェス

11月20日（日）地域育樹活動の翌日に開催しま
した。200名を超える来場者は、ロープ木登り、ネ
イチャークラフト、マウンテンバイクなど１３のア
クティビティを思い思いに楽しんでいました。
NBU日本文理大学の学生ボランティアの協力もあ

り、丸一日楽しめる催しとなりました。

メールマガジン
会員募集中！

kakadi@mamail.jp

第４回「岩陰遺跡・千の岩」

1月8日（日）
第５回「六郷満山」

1月22日（日）
第６回「戎谷の歴史」

2月5日（日）

順次募集

＜対象＞■小４～小６ ■ ２０名程度

2月4日（土）

3月11日（土）

＜対象＞■１０家庭程度

＜対象＞■ものづくりに興味のある子ども１５０名
詳細はホームページで
ご確認ください

順次募集

順次募集

順次募集



バードウォッチング

海と星のミュージアム

大分県立香々地青少年の家
ＴＥＬ:0978-54-2096
ＦＡＸ:0978-54-2152
E-mail:ａ31514@pref.oita.lg.jp

【引用・参考HP】流星電波観測国際プロジェクト

流星はなぜ光るの？
地球軌道と交わる周期彗星（すいせい）が、その
軌道の上にまき散らした物質または崩壊した名残
の物質がまとまって地球が突入して光ります。
大気との摩擦熱ではなく、プラズマではないかと

考えられています。

星空学習 in 香々地

「放射点」ってなあに？
流星が放射状に飛び出してく
る夜空の一点のことを言います。

この放射点がある星座の名前
がそれぞれの流星群につけら
れています。

＜流星群観察の心得＞
☆放射点を中心に広く
見渡す！
☆人工の明かりをさけ、
目を慣らす！
☆首が疲れないように
楽な体勢で見る！
☆できるだけ極大期に
近い時期に見る！
☆月明かりをさけて見
る！

毎月第３日曜日
はプラネタリウム上
映日！
季節の星座を解説
します。ぜひお越しく
ださい！

小中学生･･･無料
高校生･･･１１０円
大人 ・・・２３０円

「流星群」ってなあに？
流れ星ともいいますが、正式な呼
び方が「流星」です。

流星群とは、夜空のほぼ一点か
ら流星が複数見られる現象を言い
ます。

流星群のこと教えて！ヌマティ

「極大」ってなあに？
流星群の活動が最も活発にな
る日や時期のことを言います。

流星は極大にむかって増えて
いきますが、極大を過ぎると数
が極端に減ってしまうとも言わ
れています。

天気が悪くて流星群が見られない･･･
そんな時はプラネタリウム館へお越しください！


